
●調査時点 令和４年７月調査（４年６月末時点）
●対象企業 ８００社
●回答企業 ５０４社（回答率：６３．０％）

（製造業２５１社、建設業４２社、卸売業７１社、
小売業７６社、サービス業６４社）

●調査時期 四半期毎〈３，６，９，１２月末時点〉

回答企業

　全産業の業況DI（▲19.6）は、前回(▲25.5)に比べ(5.9)ポイントの改善を示した。
　業種別では製造業の業況DI（▲10.8）は、前回（▲11.6）に比べ(0.8)ポイントの改善を示した。
　建設業の業況DI（▲47.6）は、前回（▲28.9）に比べ(18.7)ポイントの悪化を示した。
　卸売業の業況DI（▲29.6）は前回(▲40.3)に比べ(10.7)ポイントの改善を示した。
　小売業の業況DI（▲25.0）は前回(▲53.6)に比べ(28.6)ポイントの改善を示した。　
　サービス業の業況DI（▲18.7）は前回(▲30.0)に比べ(11.3)ポイントの改善を示した。

【３ヵ月先見通し】
〈業況〉今回＝令和4年6月末
　全産業では今回（▲19.6）から3ヵ月先（▲15.9）と3.7ポイントの改善を見通している。
　製造業では今回（▲10.8）から3ヵ月先（▲6.8）と4.0ポイントの改善を見通している。
　建設業では今回（▲47.6）から3ヵ月先（▲35.7）と11.9ポイントの改善を見通している。
　卸売業では今回（▲29.6）から3ヵ月先（▲28.1）と1.5ポイントの改善を見通している。
　小売業では今回（▲25.0）から3ヵ月先（▲30.3）と▲5.3ポイントの悪化を見通している。
　サービス業では今回（▲18.7）から3ヵ月先（▲7.8）と10.9ポイントの改善を見通している。

業況 売上 採算 資金繰り
６月末時点 -19.6 -15.1 -37.9 -13.8
３月末時点 -25.5 -25.1 -37.7 -17.3
前回比 5.9 10.0 -0.2 3.5

業況 ６月末時点 ３月末時点

良化 18.1 13.9
悪化 37.7 39.4 良化

DI値 -19.6 -25.5 悪化

前回比 5.9 -14.8 ＤＩ値

業況 ６月末時点 ３月末時点 業況 ６月末時点 ３月末時点

良化 23.1 21.2 良化 13.0 6.6

悪化 33.9 32.8 悪化 41.5 46.1

DI値 -10.8 -11.6 DI値 -28.5 -39.5

前回比 0.8 -9.9 前回比 11.0 -20.1
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業況３か月先見通し

 ■全産業の業況

業況はわずかに改善。
先行きは製造業、非製造業ともに横ばいの見通し。

景  気  動  向

建設業
卸売業

ＤＩ（Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ　Ｉｎｄex）値とは、景気の動きをとらえるための

企業の割合を減じた数値。

製造業

指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回答した

 ■製造業の業況 ■非製造業の業況

　 全産業の業況３か月先の見通し
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 ■全産業の主要４項目DI値

＜全 産 業＞

■６月末時点からみた
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今　回 -10.8
先行き -6.8
前回比 4.0

対象企業 377
回答企業 251

＜製造業＞

■業種別業況DI値推移グラフ

業況DI値 業況・売上・資金繰りで横ばい、採算でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「織物」、「ニット」、「縫製」

・改善・・・・・・・・・・・「酒造」、「鉄鋼・非鉄」

・わずかに改善・・・「食料品」

・横ばい・・・・・・・・・「金属」

・わずかに悪化・・・「木材・木製品」、「印刷」、「窯業・土石」、「一般機械」、

「電気機器」、「輸送用機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「精密機器」、「プラスチック」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「ニット」

・わずかに改善・・・「織物」、「縫製」、「窯業・土石」、「鉄鋼・非鉄」、「金属」

・横ばい・・・・・・・・・「酒造」、「木材・木製品」

・わずかに悪化・・・「食料品」、「印刷」、「一般機械」、「電気機器」、

「輸送用機器」、「精密機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「プラスチック」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「酒造」

・わずかに改善・・・「織物」、「縫製」、「窯業・土石」、「電気機器」

・横ばい・・・・・・・・・「ニット」、「木材・木製品」、「鉄鋼・非鉄」、「一般機械」、

「輸送用機器」

・わずかに悪化・・・「食料品」、「印刷」、「金属」、「精密機器」、「プラスチック」

【３ヵ月先見通し】

売上・採算でわずかに改善、業況・資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「印刷」、「プラスチック」

・わずかに改善・・・「織物」、「木材・木製品」、「窯業・土石」、「一般機械」、

「輸送用機器」、「精密機器」

・横ばい・・・・・・・・・「ニット」、「金属」、「電気機器」

・わずかに悪化・・・「食料品」、「鉄鋼・非鉄」

・悪化・・・・・・・・・・・「酒造」、「縫製」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「縫製」、「プラスチック」

・わずかに改善・・・「金属」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「織物」、「ニット」、「木材・木製品」、

「鉄鋼・非鉄」、「一般機械」、「輸送用機器」、「精密機器」

・わずかに悪化・・・「印刷」、「窯業・土石」、「電気機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「酒造」



製造業
○    原材料の仕入れ価格が高くなり対応できない。 【食料品】
○　 昨年同期比は良化しているが、コロナ前には戻らない。全ての経費が上がり、価格転嫁をしたいが

 　　　様子見の状態。時代の変化に対応できるようチャレンジしていく。 【酒造】
○　 業界全体であまり良くなく、資材価格の上昇が懸念材料。 【織物】
〇　 海外生産が国内に戻りつつあり、受注は増加傾向。今後は、人の確保や加工賃の値上げが課題と
　　　なっていく。 【縫製】
〇　 電気料金、燃料費の高騰により、採算が悪化している。 【縫製】

 〇　 人員確保が難しい。受注単価の上昇よりも経費の上昇の方がはるかに大きい。 【縫製】
〇　 材料、燃料のコスト上昇が価格に転嫁できない。 【縫製】

 〇　 人員確保に苦戦している。受注単価は上がっているが、それ以上に仕入単価や人件費が上がっている。
【縫製】

 〇　 コロナ禍に加え、原材料・燃料価格の高騰で、経営の先行き不透明。 【木材・木製品】
〇　 国際物流の改善が、業容を左右している。また、中国工場のロックダウンによるダメージ回避策を
　　　取っている。 【木材・木製品】
〇　 人手不足により売上が減少している。 【木材・木製品】
〇　 仕入単価の上昇や経費等の値上げにより、資金繰りが厳しくなっています。 【印刷】
〇　 コロナ禍以降、人材不足が続き、生産力の増強、技術の承継が危ぶまれる。 【金属】
〇　 仕入コストの上昇を価格に転嫁できていない。 【金属】
〇　 これ以上悪化しないよう災害等が発生しないことを望む。 【一般機械】
〇　 材料等の値上げによる影響がでている。 【一般機械】
〇　 価格の高騰、物不足で受注に支障がでている。 【一般機械】
〇　 資材及びエネルギー価格が上昇し、価格転嫁に遅れが生じている。 【一般機械】
〇　 人員確保が難しくなっている。自動化しにくい事が問題。 【一般機械】
〇　 仕入材料の値上げや電気部品不足により、作業効率が落ちている。今後、更なる部品の値上げ
　　　による影響が心配である。 【電気機器】
〇　 受注は好調ですが、部材入手が困難で価格も高騰中。 【電気機器】
〇　 新型コロナウイルス及びロシアのウクライナ侵攻問題による部品不足・原材料の価格上昇など収束が
　　　いつになるかがポイントになると思う。 【電気機器】

 〇　 自動車メーカーの受注キャンセルにより業績が悪化している。 【輸送用機器】
〇　 コロナやウクライナ問題、円安など次々に問題が出てくる。コスト上昇に伴う値上げ交渉に苦戦している。

【輸送用機器】
〇　 経費の高騰に対応するため、余計な仕事が増えている。 【精密機器】
〇　 材料費等が値上がりする反面、販売単価は値下がりしている。競争が激化し、受注は減少している。

【精密機器】
〇　 コストダウンの要求は増大し、給与や賞与、休日を増やす事等に対しては、円安の影響もあり対処でき
　　　ていない。 【精密機器】
〇　 電力費の高騰が、収益を左右するレベルにきています。 【プラスチック】
〇　 重油と原料価格の上昇に伴う価格転嫁が遅れている。 【プラスチック】

今　回 -47.6
先行き -35.7
前回比 11.9

対象企業 67
回答企業 42

建設業
〇　 実績に関わらず、受注機会が与えられる入札制度を望む。 【土木】
〇　 資材、部品等の不足で入手が困難なため、すぐに仕事が出来ない状態が続いている。 【土木】
〇　 物価上昇により、業界全体で動きがない。受注減少、資金繰り悪化、借入金利も上がっている。

【建築】
〇　 受注環境の変化が昨年より大きい。 【建築】
〇　 この半年であらゆる資材が値上がりし、物によっては半年に２回以上値上がりしている。 【建築】

＜建設業＞

自由意見

業況DI値

自由意見

売上・資金繰りで横ばい、業況・採算でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・わずかに悪化・・・「建築」

・悪化・・・・・・・・・・・「土木」

〈採算〉

・横ばい・・・・・・・・・「建築」

・わずかに悪化・・・「土木」

〈資金繰り〉

・横ばい・・・・・・・・・「建築」

・わずかに悪化・・・「土木」

【３ヵ月先見通し】

業況でわずかに改善、売上・採算・資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・わずかに改善・・・「土木」、「建築」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「土木」

・横ばい・・・・・・・・・「建築」



今　回 -29.6
先行き -28.1
前回比 1.5

対象企業 114
回答企業 71

卸売業
〇　 価格転嫁をしたいが、値上げが「悪」のイメージを払拭してほしい。 【衣服】
〇　 原価高騰が続いている。 【衣服】
〇　 同業者の競争激化で販売単価が安くなり、経営的に非常に苦しい。業界全体で売れ行きが悪く、
　　　安売り傾向にある。 【衣服】

 〇　 前回の降雹による被害状況次第で、青果物の入荷が変わってくると思う。 【青果物】
〇　 コロナで売上が低下し、マイナス決算です。 【鮮魚】
〇　 仕入単価、特に鋼材は半年間に4、5回、上がっており、それに伴い販売単価も上げざるをえない
　　　状況です。 【建築材料】
〇　 高圧電気代の値上げが大きい。 
〇　 今後、資材の値上げが浸透し、販売単価は良化すると思われる。 【その他】

業況DI値

自由意見

＜卸売業＞
業況・売上でわずかに改善、資金繰りで横ばい、採算でわずかに悪化を示した。
〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「飲食料」、「青果物」、「鮮魚」
・わずかに改善・・・「その他」
・わずかに悪化・・・「衣服」、「機械器具」
・悪化・・・・・・・・・・・「建築材料」

〈採算〉
・改善・・・・・・・・・・・「青果物」
・わずかに改善・・・「衣服」
・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「その他」
・悪化・・・・・・・・・・・「鮮魚」、「機械器具」、「建築材料」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「衣服」、「建築材料」
・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「鮮魚」
・わずかに悪化・・・「青果物」、「その他」
・悪化・・・・・・・・・・・「機械器具」

【３ヵ月先見通し】
売上でわずかに改善、業況・採算・資金繰りで横ばいを見通している。
〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「衣服」
・改善・・・・・・・・・・・「機械器具」
・横ばい・・・・・・・・・「鮮魚」、「その他」
・わずかに悪化・・・「青果物」、「建築材料」
・悪化・・・・・・・・・・・「飲食料」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「衣服」、「飲食料」、「機械器具」
・横ばい・・・・・・・・・「青果物」、「鮮魚」、「その他」
・わずかに悪化・・・「建築材料」



今　回 -25.0
先行き -30.3
前回比 -5.3

対象企業 138
回答企業 76

小売業
 ○　 客数、売上高とも回復しているが、仕入価格・電気代等の高騰が、経営に悪影響を及ぼしている。

【衣料】
○　 コロナの影響大です。 【衣料】
○　 円安により仕入価格が上昇している。 【衣料】
○　 コロナ禍により地域全体の物流が悪化し、地方卸売市場に良品が入荷してこない。 【飲食料】
〇　 例年、夏は売上が下がるが、今年はコロナバブルのリバウンドで更に下げ幅が大きいように思う。

【飲食料】
〇　 厳しい現状が続いています。 【飲食料】
〇　 物産展や商談会の開催など、通常通りに戻りつつある。 【飲食料】
〇　 ウクライナ情勢、コロナ、円安など今後の動きが気に掛かる。 【家電品】
〇　 震災による自社施設の復旧に係る経費の増大が問題。 【家具・建具】
〇　 今後は、モノ消費からコト消費へと変化していくので、耐久消費財の販売は厳しくなる。 【家具・建具】

業況DI値

自由意見

＜小売業＞
業況・売上・採算で改善、資金繰りでわずかに改善を示した。
〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「飲食料」、「自動車販売」、「家具・建具」
・改善・・・・・・・・・・・「衣料」、「家電品」
・横ばい・・・・・・・・・「中小スーパー」
・悪化・・・・・・・・・・・「その他」

〈採算〉
・大幅改善・・・・・・・「家具・建具」
・改善・・・・・・・・・・・「飲食料」、「家電品」、「自動車販売」
・わずかに改善・・・「衣料」
・横ばい・・・・・・・・・「中小スーパー」
・悪化・・・・・・・・・・・「その他」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「衣料」、「家具・建具」
・わずかに改善・・・「中小スーパー」、「飲食料」、「家電品」
・横ばい・・・・・・・・・「自動車販売」、「その他」

【３ヵ月先見通し】
採算・資金繰りで横ばい、業況・売上でわずかに悪化を見通している。
〈業況〉

・わずかに改善・・・「中小スーパー」、「家具・建具」、「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「自動車販売」
・わずかに悪化・・・「衣料」、「家電品」
・悪化・・・・・・・・・・・「飲食料」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「中小スーパー」、「家電品」、「自動車販売」
・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「家具・建具」
・わずかに悪化・・・「衣料」、「その他」



今　回 -18.7
先行き -7.8
前回比 10.9

対象企業 104
回答企業 64

○   ３月の福島県沖地震の被害により休業中です。 【旅館・ホテル】
〇　 温泉街の廃墟が問題となっている。 【旅館・ホテル】
○   前年と比較すれば良化しているが、コロナ前ほどは回復していない。 【タクシー】
○   円安・原油高が大きなリスクとなる。 【タクシー】
○   燃料の高止まりや物量の減少が続き、リーマンショックと同様に自助努力では回復は難しい。 

【運送】
○   燃料の高騰が問題である。 【運送】
○     雇用確保が難しい。 【運送】

サービス業

＜サービス業＞

自由意見

業況DI値
売上で改善、業況・採算・資金繰りでわずかに改善を示した。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「タクシー」

・改善・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「情報サービス」

・わずかに悪化・・・「運送」、「自動車整備」、「その他」

〈採算〉

・大幅改善・・・・・・・「タクシー」

・改善・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「情報サービス」

・横ばい・・・・・・・・・「自動車整備」、「その他」

・わずかに悪化・・・「運送」

〈資金繰り〉

・大幅改善・・・・・・・「タクシー」

・改善・・・・・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに改善・・・「自動車整備」

・横ばい・・・・・・・・・「観光旅館」、「その他」

・わずかに悪化・・・「運送」

【３ヵ月先見通し】

業況でわずかに改善、売上・採算・資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「運送」

・横ばい・・・・・・・・・「情報サービス」、「その他」

・わずかに悪化・・・「自動車整備」

・悪化・・・・・・・・・・・「タクシー」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「観光旅館」

・わずかに改善・・・「運送」

・横ばい・・・・・・・・・「自動車整備」


